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研究結果
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研究課題名：ケヤキにおけるあて材形成機構の解明:樹形とあて材分布の関係についての検討

　本研究は，ケヤキの樹形と，樹幹におけるあて材の分布の関係から，ケヤキのあて材がどのように形成されるかを解明する
ことを目的とした．当初の計画では，2019年に立木形状を撮影し，その後，各種実験に用いた4個体について実験を行う予定
であったが，新たに立木4個体を測定する機会を得たことから，これを合わせた8個体について研究をおこなった．これにより
以下の結果を得た．

令和4年度
【1】樹木形状，樹幹表面応力の測定，ならびに周囲地形の調査
　2022年11月24日〜25日にかけて，岐阜県内私有地の雑木林にて，4個体のケヤキを調達し，立木状態で下記の調査を行
なった．調査後のケヤキを伐採し，それぞれの個体から長さ4mの丸太を2本得た（1番玉，2番玉）．
1）複数の角度から写真を撮ることによる樹木形状の記録
2）樹幹の傾斜角度，胸高直径の測定
3）樹木周囲の地形の測定
4）樹幹表面の成長応力解放ひずみの測定

【2】樹幹内残留応力解放ひずみの測定
　2023年2月28日〜3月1日にかけて，岐阜県内製材所にて，樹幹内残留応力解放ひずみの測定をおこなった．4m丸太から髄
を含むまさ目板を切り出し，ひずみゲージを貼付してその周囲を切削することで，板内に存在する残留応力の解放によるひず
み値を得た．

令和5年度
【3】樹木写真からの形状パラメータ抽出
　2019年および2022年に撮影した8個体分の写真データから，樹形の特徴抽出を試みた．まず市販のソフトウェアを用いて写
真からの3D像構築を試みたが，背景に他の樹木等のノイズが多くあることや写真の枚数不足により成功しなかった．そのた
め，写真上で枝と幹を塗り分けることで枝の向きと長さを判断し，平面図に落とし込んだ（図1）．

【4】あて材分布の可視化方法の検討
　あて材分布の可視化の最も信頼できる方法は顕微鏡による観察とマッピングであるが，試料の直径が大きく樹幹断面を観
察するには多大な労力が必要となるため，簡易指標の確立を試みた．顕微鏡による観察結果と，簡易指標の候補（ヤング
率，密度，X線回折パターン，乾燥収縮率）との関係を調査した．このうち，令和5年度にはヤング率と密度の結果を得たが，い
ずれも明確な関係が見られなかった．一因として，あて材の分布状態に対して，試験体サイズが大きく，あて材についての情
報がマスクされてしまった可能性が考えられた．X線回折パターンと乾燥収縮率については，より小さな領域での分布が分か
るように設定して実験を進めている．また，顕微鏡観察によるマッピングについては，自動タイリング（画像結合）が可能な顕
微鏡を新規購入し，より効率的に進められるようにした．

【5】樹木形状および樹幹表面応力と，周囲地形との
関係
　既往研究では，地面の傾斜，樹幹の傾斜角度，樹
幹の表面成長応力，および枝ぶりの間には一定の
関係があることが知られている．一方で本研究結果
では，報告されてきた関係だけでは説明できない，
あるいは報告とは逆の傾向も見られた．雑木林のよ
うな環境では，複雑な成長経緯を遂げる可能性が
示唆された．

今後の予定
　今後は，あて材分布の迅速可視化方法の確立を
進めるとともに，あて材分布と樹形の関係を明らか
にする．さらに，木材利用にかかるアウトプットとして
ケヤキのあて材形成/樹形とケヤキ材の品質との関
係，ならびに樹木の成長戦略にかかるアウトプットと
して残留応力分布との関係を明らかにしていきた
い．

図1． 写真からの樹形情報抽出と周囲地形の測定例


